
組織の使命・役割 何のために我が組織が存在するのか、我が組織が果たすべき使命・役割は何か

組織の目標 使命・役割を果たす上で、我が組織が目指すゴール（成果）は何か、その目標値はどのような水準か
（定性的目標） 何をどのような状態にしたいか

（定量的目標） 具体的な指標、目標値を設定する

左記の具体的な内容を記載する23年度に重点的に取り組むべき課題

↓

目標とする成果指標 現行値 年(度)

57 ％ H21 年度
①整備中の河川において洪水による浸水が解消される延
長の割合

組織の目標設定シート（行政経営Ａシート）

目標値 年(度) 目標値の設定根拠（他県との比較など）

↓

組織
職

氏名

河川課
課長

社会資本総合整備計画による

75 ％ H26年度 年度

H26 年度71

社会資本総合整備計画による

％

H21

松本　英好

①河川改修の促進
　　（緊急対策特定区間）

近年、浸水被害の発生している、粟津川、柴山潟、浅野川及び犀川の河川改修を重点的に行う。

① 治水対策として河川改修整備やダム整備を促進する。
② 洪水等の災害に強い県土づくりを目指し、雨量や水位情報等の提供強化による水防初動体制の迅速化を図る。
③ 水辺に親しみが持て、自然と調和した潤いとふれあいのある水辺空間の形成を進める。
④ 波浪による海岸侵食を防止するとともに、公衆の快適な海岸利用を図るため、海岸の整備を促進する。

　洪水及び高波・高潮の被害から住民の生命､財産を守るために河川・海岸・湖沼等の整備を進めるとともに､被害の防止・軽減のため、雨量や水位情報等の提供強化による水
防初動体制の迅速化を図り､安全・安心な県土づくりを促進する。
　人と自然が調和した河川・海岸・湖沼等の環境保全を目指し、地域と一体となった潤いと親しみのある水辺環境を整備し、水や緑が豊かで快適なふるさとづくりを推進する。

④整備中の海岸において海岸侵食から守られた土地の
割合

67 ％

①ダム建設の促進
　　（辰巳ダム）

適切な工程管理とコスト縮減により、効率的な投資を行い、ダム完成による治水・利水効果の早期実現を図る。

④海岸整備の促進
海岸保全基本計画に基づき、各海岸の特性に応じた海岸防護のための海岸保全施設等の整備はもとより、海岸環境の保全や多様化す
る海岸利用を推進する。

②防災に関する情報提供
　　（情報システムの強化）

洪水時の迅速・的確な防災活動や避難活動に役立つように河川総合情報システムによる情報提供の強化を行う。

③潤いとふれあいのある水辺空間の形成
　　（親水護岸の整備）

環境保全型ブロックの使用の促進等により、潤いとふれあいのある水辺空間の形成を図る。


